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明けましておめでとうございます。皆様健やかに新年を迎えられた 

ことと思います。今年も「いちょうだより」で、様々な取り組みを 

紹介したいと思いますので、よろしくお願いします。 

昨年は、天皇陛下の即位があり、「令和」という新しい時代の幕開け 

となりました。 

お祝いムードの年となるはずでしたが、未曾有の災害に日本列島が 

襲われました。猛烈な風を伴った台風１５号、猛烈な雨をもたらした 

台風１９号では、テレビから「自分の命を守り、家族の命を守る行動をとってください」と

の声を繰り返し聞き、今まで経験したことのない不安と恐怖を感じました。 

被災された方々には、心よりお見舞い申し上げます。 

多くの国民が元気になったのは、ラグビーワールドカップで、史上初めての決勝進出を果

たしたラグビー日本代表の活躍ではなかったでしょうか。様々な国籍のメンバーが、日の丸

のユニホームを身につけゴールに向かう姿は、スポーツ好きな私の心を強く打ちました。 

ラグビーワールドカップから生まれた「One team」という言葉が、201９年の流行語

大賞になりましたが、2020 の年は、当院の職員が患者さんのために「One team」とな

り、日々仕事に取り組んでくれることを期待しているところです。 

今年の干支は、十二支の始まりの“子”（ねずみ）です。東京オリンピック開催の年でもあ

り、一番な出来事が数多くあることを願っております。 

新しい年が皆様にとって、幸多き年となりますよう心よりお祈り申し上げます。 

 

医療法人貴和会 理事長 水津信之 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元旦に開放病棟の患者さん 7 名と院

長をはじめ職員 8 名で剣神社へ初詣に

行って参りました。 

好天に恵まれ暖かい元日となりまし

た。患者さん、職員一同、健康と発展を

お祈りし、すがすがしい気持ちとなりま

した。 

剣神社への道すがら、患者さんから

も、明るい会話がはずみ、この新しい年

が輝かしい1年となることを祈りつつ、

初詣を無事終えることができました。 
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12月 24日（火）に防府病院合同クリスマス会を開催致しました。 

前半は各病棟対抗のカラオケ大会を行い、普段の作業療法で練習を 

重ねてきた曲をみなさんの前で堂々と披露してくださいました。 

後半のクリスマスコンサートでは荒瀬先生・安永先生をお招きし 

定番のクリスマスソングから朝ドラの曲まで幅広い曲をご披露して 

いただきました。また、先生方との演奏に合わせた合唱も行われ 

クリスマスの定番ソングである「ジングルベル」などを歌い上げ 

ました。心地よい曲の数々に患者さん、スタッフ一同素敵なクリス 

マスの時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

素敵な演奏を 

披露して頂きました 

12月 28日（土）に、毎年恒例の『もち

つき』を行いました。 

今年は天候にも恵まれ、60年以上前から

使われている「だいがら」の動きに合わせ「よ

いしょ！よいしょ！」という元気なかけ声の

中、白いお餅が搗きあがりました。 

当院の伝統メニューである『あんぴん（柔

らかいお餅にあんこをまぶしたもの）』が昼

食には出され、今年も「おいしかった」との

感想を頂きました。 
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あけましておめでとうございます。本年もいちょう便りをよろしくお願いします。 

今年の冬は、例年に無く暖かい日々が続いており、この記事を書いている現在でも、防府で

は雪の降る気配はありません。生活への影響などを考えると、雪が降らないほうが有難いので

すが、寂しくもある今日この頃です。 

ここから、病院の新年がはじまります！ 

編集後記 


